





会司祭）は，2017年 4月 28日，数年にわたる闘病の末に帰天されました。まだ 50
歳という働き盛りでした。この度，南山学会は『アカデミア』人文・自然科学編第
16号を，先生への追悼号として発刊することといたしました。ここに改めて，神の
御許における先生の安眠をお祈り申し上げます。
　先生は 1967年にインドのタミル・ナードゥ州ティルチにて敬虔なカトリックの家
庭に 5人兄弟姉妹の 3男としてお生まれになりました。1982年に神言会のポンマラ
イパーティ聖チャールズ小神学校へ入学され，1985年から 1988年までカルナータカ
州マイソールの神言会教育施設で哲学を学びながら，マイソール大学聖フィロメナ・
カレッジへ入学し，英文学の学士を取得されました。1989年に神言会の修練期を終え，
初めての修道請願を宣立しました。その後，マハーラーシュトラ州プネーのジュナナ・
ディーパ・ヴィッデャーピート大神学校で神学を学び始められましたが，同時に日本
での宣教活動を志願し，1991年 8月に名古屋へ来られて南山大学外国人留学生別科
で日本語を学ばれました。別科修了の後，1994年から 1996年まで南山大学文学部神
学科へ編入学して神学を学び終え，文学士の学位を取得されました。この頃，すでに
日本で活動するという先生の決意は固まっており，1996年春に神言会にて終生請願
を宣立し，1997年春に司祭に叙階されてからは，将来，南山大学で教鞭をとる可能
性を見据えて，南山大学大学院文学研究科人類学専攻修士課程へ進学され，1999年
に修了し，修士（文学）の学位を取得されました。
　サガヤラージ先生の人類学分野への関心の強さは学生の頃から顕著でした。当時，
私は在名古屋教皇庁認可神学部長職にあり，司祭叙階前の神学生教育に携わっていま
した。博士前期・修士課程は神学専攻への進学を勧めたかったのですが，先生は人類
学分野の研究を強く希望されていたため，関係者と相談し容認した記憶があります。
また，1998年に所用でインドのチェンナイ近辺へ出かけた折に，先生のお兄様とお
会いする機会があり，名古屋でドラヴィダの思想やタミル映画ついて研究していた弟
さんへの思いやりと期待について伺ったことを覚えています。
　南山での修士課程終了後，研究のためにインドへ戻り，2001年 8月にデリー大
学大学院デリー・スクール・オブ・エコノミクス研究科社会科学専攻にて修士（M. 
Phil.）の学位を取得され，引き続き同社会科学専攻博士課程へ進学して，2006年 3
［ ii］
月に単位取得満期退学されました。その後すぐに名古屋へ戻られ，2006年 4月から，
南山大学に人文学部人類文化学科講師として就任され，2011年 4月に准教授に昇格
されました。ところが，2013年に博士論文完成のための国内留学が決まったところで，
健康診断の折に癌が発見されました。病を抱えながらも，先生は国内留学を終えて大
学へ戻られ，通常の教育と研究のほか，先生の主催で学生だけでなく教員にも大変人
気のあったインド・フィールドワークを継続しておられましたが，2015年に癌の転
移が分かり，より難しい治療を続けられた後，2017年 4月 28日に帰天されました。
　サガヤラージ先生の示された本学における教育と研究に対する真摯な姿勢の中に，
私たちは教育者，研究者というだけでは捉えきれない，宣教者の精神にも触れさせて
いただきました。先生のお姿に見倣いつつ，私たちは南山大学のさらなる発展を目指
してまいりたいと思います。
